
１　内容

府内で行われている効果的な地域活動の実践事例を集めて整理したものです。

【効果的な実践事例の基準】

　１　身近な地域で自分たちにもできそうであること

２　一過性の取組みではなく活動がつながっていること

３　活動に広がりがあること

　　【事例の調査・整理方法】

　１　上の３つの基準を満たしていると思われる６事例をピックアップ

２　中心となってその活動を推進している人物（いわゆるキーパーソン）に連絡し、そこからかかわりのある団体等の関係者に声をかけてもらい、現地で聞き取り調査を実施

　３　聞き取った内容から、それぞれの活動のうまくいっていると思われる要因を抽出して、場・人・情報等の観点から整理

２　構成

　　この事例集の構成は次のようになっています。

　　　　　　どのような活動が行われているか、活動の概要を簡単に記載したもの

　　　　　　この活動を進めていくうえで重要と思われるエピソードを抽出してまとめたもの

うまくいったポイントを端的に表すキーワードと、具体的にどのようなことができるかを整理したもの

事例Ⅰ（柏原市・堅下南小中学校区青少年健全育成会）　






事例Ⅱ（茨木市・郡小学校区放課後子ども教室）　








事例Ⅲ（高槻市・城南中学校区地域教育協議会）　





事例Ⅳ（熊取町・家庭教育支援）







事例Ⅴ（河内長野市・美加の台中学校区学校支援地域本部）　






事例Ⅵ（東大阪市・府立東大阪支援学校学校支援地域本部）　







実　践　事　例　集











問合せ先：柏原市教育委員会社会教育課


072-972-1688





活動の概要


堅下南小中学校区の学校支援の活動は、これまでからさまざまな地域活動を行ってきた青少年健全育成会が中心となって取り組んでいます。平成22年度に小中一貫校となったことにより、小・中それぞれにあった二つの青少年健全育成会が一つにまとまりました。子どもの健やかな成長を支援するため、地域ふれあいフェスタの実施、小学校におけるグラウンドの芝生の管理や芝生の上での読み聞かせ、放課後子ども教室、夏休みの巡視、通学合宿（平成23年度）などさまざまな活動に取り組んでいます。


同校区の青少年健全育成会は、学校支援を行うにあたり活動内容に基づいて専門の委員会を設けており、地域の区長、青少年指導員やこども会育成会などさまざまな団体がいずれかの委員会に入り、各活動をサポートする体制を作りあげています。





ここがポイント①


各団体が納得できる体制づくり


特定の委員会に各団体の所属希望が集中した場合は、健全育成会が、団体間の調整を行い、納得したうえで各団体の所属委員会が決定されている





組織づくり


学校支援の活動を行うにあたり、委員会方式を導入し、「緑化」「のびのびルーム」「フェスタ実行」の各委員会を組織している。構成団体ごとに所属希望の委員会を聞くようにしているため、各構成団体は得意とする分野を担当することができ、活動を無理なく円滑にすすめることができる。





ここがポイント②


ＰＴＡのつながりを継続させる


ＰＴＡ活動には毎年新しい人が加わるので、このつながりを継続することで、新たなキーパーソンをまき込み、人材発掘につなぐことができる





ＰＴＡを核としたネットワークづくり


中学校ＰＴＡ会長が、次年度校区の健全育成会会長となり、小学校のＰＴＡ会長が副会長をすることになっている。このルールがあることと、従前からのつながりにより、活動を行う際の協力体制が得やすくなるとともに活動する人のスキルアップも期待でき、新しいキーパーソンの参入につながっている。





ここがポイント③


小中一貫の利点を活かす


小中一貫校になったことを契機に、小中学校全体を見渡した事業計画ができるようになり、子どもの発達段階に応じて継続した活動を行うことができる





小中一貫による活動等の見直し


健全育成会が一つにまとまったことにより、小・中学校それぞれで行っていた同種の会議を一つにまとめた。また、活動についても大学サークルと連携して実施している小学校での放課後学習教室を、中学校でも継続して実施することができるようになっている。





問合せ先：茨木市教育委員会青少年課　072-622-5180





活動の概要


　　郡小学校の放課後子ども教室（おおさか元気広場事業）は、その取組みが評価され平成21年度に文部科学省生涯学習政策局長から表彰されています。活動日数の多さと参加している子どもの数が多いことが特徴で、活動は放課後の子どもたちの居場所づくりという観点を重視し、自由遊びが中心となっています。のぼり棒、ドッジボール、遊具、野球、サッカーなど思い思いの遊びを通じて異学年の集団で遊ぶ機会を得ることができ、幅広い交友関係を築けています。また毎水曜、小学校に隣接しているコミュニティーセンターでは囲碁教室も開催しています。遊びについてはできるだけ規制はせず、見守りを中心とする体制により、子どもたちは遊びの中から人とのかかわり方や危険回避能力を身に付けています。





世代の違うスタッフによる見守り


スタッフとして、さまざまな年代の人が登録している。若いスタッフ、壮年のスタッフ、年配のスタッフどうしがお互いの立場や考えを理解することにより、子どもたちを多面的に見ることができるようになっている。








ここがポイント①


地域コーディネーターによる声かけ


コーディネーターが、できるだけ多くの地域の知り合いに声をかけ、その人がまた知り合いに声をかけることで、世代の違う多様な大人がスタッフとして活動に関わっている





ここがポイント②


スタッフ体制の充実


31人いるスタッフのうち毎日７～８人が活動に関わっており、担当するスタッフは前日の活動記録を参考に課題解決に向けたミーティングを毎日実施し、スタッフは常に声掛けと連携を重視し安全管理に務めている





活動日数の多さと参加する子どもたちの多さ


長期休業期間を除く月～金を主な活動日とすることで、多くの子どもたちが授業終了後に毎日でも参加できるようになっている。子どもたちは学年の枠をこえた集団の中で人間関係をつくっている。





誰もが行ける居場所


支援学級の子どもたちや不登校の傾向にある子どもたちも遊びを楽しめるようスタッフ間の連絡を密にしたり、遊ぶときには状況に合わせて補助をするなどのサポートを行っている。このような配慮や支援を行うことにより、放課後子ども教室が、すべての子どもたちの居場所になっている。





ここがポイント③


一緒に遊ぶ


多様な子どもたちが一緒になって遊ぶ場をスタッフが意識的に作ることにより、子どもたちの人権感覚が育っている








ここがポイント④


文書化による振り返り


活動内容や反省点を文書化し、自分たちの活動を振り返ることで、ＰＤＣＡサイクルが確立し、よりよい活動へとつながっている





情報発信と情報共有


学期ごとに「放課後子ども教室」広報紙（カラー版）をスタッフが作成して、全校生徒を通じて保護者や公民館関係者に配布している。また各学期終了後にスタッフ交流会を実施し、活動の反省や勉強会を行っている。








問合せ先：高槻市教育委員会教育指導課072-674-7111　06-6995-3156





活動の概要


城南中学校区の取組みの特徴は保幼小中の連携が強いことです。校区の学校園所の先生がつなぎ役となって地域の人や行政と一緒にさまざまな取組みを展開しています。その取組みはハートフルタウンプロジェクトと名付けられ、地域の“文化祭”とも言えるスマイルフェスタ、公園の遊具のペンキ塗り等を行うアートフルタウンプロジェクト、地域での落ち葉やごみを拾う活動であるクリーンキャンペーンなどを行っています。このような連携は20年前から始まっており、週一回の小中連携会議、月一回の保幼小中連携会議を行うことにより、校区全体で子どもたちの育ちについて話し合っています。長年にわたる連携により、校園間どうしの信頼関係ができており、どの保護者も安心して子育てができるような環境をつくっています。





ここがポイント①


校区の子どもは校区全体で育てる


中学生が地域の保育所で保育実習に取組んだり、地域のお店で店の人と一緒に働くといった取組み等を通じて、校区の一人ひとりの子どもの成長を校区全体で支えるよう取り組んでいる








校種をこえた地域の見守り


子どもたちの発達段階に応じた成長を支援するためには、校区全体で地域の課題を知る必要があり、この認識を校区内の保・幼・小・中すべての校種が共有したうえで、学校・家庭・地域が連携したさまざまな取組みを進めている。「０～15歳」までの子どもたちの成長に地域全体でかかわり、大人も一緒に楽しみながら地域活動に取り組んでいる。








ここがポイント②


学校行事を交流の場に


普段は経験しにくい異学年との交流を、学校行事に組み込むことで、すべての生徒が異年齢の子どもたちと関わる経験ができている





子どもどうしのつながり


校種をこえた子どもたちどうしの交流が盛んにおこなわれており、中学３年生が小学校のプールに出向いて小学１年生に水泳指導を行ったり、中学校の体育祭に、幼稚園・保育所の子どもたちと小学１年生が、中学３年生と一緒にプログラムに参加することにより、地域で学年をこえた子どもどうしのつながり（異学年交流）ができている。





子どもが参画するまちづくり


11年間続いているスマイルフェスタは毎年3,000人近い人が集まり、まちづくりにつながる地域の一大イベントである。現在、中学１年生の生徒は「中１支援隊」というスタッフとして参加している。展示会場の入場者を増やすため、来場者には模擬店での割引をするといった子どもたちのアイデアをイベントに取り入れている。こうした取組みを通じて、子どもたちがまちづくりに参画する機運が生まれ、子どもたちと地域の人とのつながりがより強まっている。





ここがポイント③


子どもの発想を活かす


子どもならではの自由な発想やアイデアを地域行事に取込むことにより、子どもが自分に自信を持つとともに、子どもが主人公のまちづくりにつながっている





問合せ先：熊取町生涯学習推進課　072-453-0391


　　　　　　　　子ども家庭課　　072-452-6293


　　　　　熊取町





活動の概要


熊取町の親学習講座は、現在「熊取ゆうゆう大学」と言われている町民講座の一つとして実施しています。１年を前期と後期にわけ、各３回ずつ、計６回講座を開いていますが、平成23年度の後期講座は３回のうち１回を土日に開催し、父親が参加しやすいように計画しました。講座は保育付きで実施しており、講座中は保育スタッフが子どもの世話をし、親は子どもと離れてお茶やお菓子を食べながら気軽に子育ての悩みを話し、聞いてもらうことができます。


一方で、親学習リーダーから、親学習講座を実施するだけでなく、従前から小学校で行われている学校の教育機能を活かした訪問型の家庭教育支援を就学前にも広げてほしいという要望もあり、従前からの訪問型の家庭教育支援事業に代わってあらたな事業に取り組むことになりました。福祉部局が主導し、学校教育の担当者、母子保健の担当者も入って協働する体制をつくった上で、研修を受けた子育てサポーター等が、なごやかな雰囲気の中で保護者の声を聞くことを目的に、平成23年10月より保護者の求めに応じて家庭訪問を開始しました。





参加しやすい条件を整える


講座へ参加しやすくなるよう、保育付きの講座を実施するとともに、参加者からお茶代をもらってお茶とお菓子を食べながら話をする「おしゃべりカフェ」方式を取り入れている。また、講座のタイトルを親しみやすいものにして、気軽に参加できるよう広報を工夫するとともに、父親が講座に参加しやすいよう土日の講座開催を計画した。





ここがポイント①


リラックスできる時間の提供


参加した保護者が来てよかったと思える講座にすること、また他の子育て中の保護者と仲良くなり、また来たいと思う環境をつくることでリピーターが増えている





ここがポイント②


多面的な支援


複数の課が関わることで、乳幼児期から思春期にいたるまでの子育て支援をトータルにサポートできる





行政間の協働


　訪問型の家庭教育支援は福祉部局が主導し、学校教育主管課や母子保健主管課の担当者と協働する体制をつくっている。部局をこえた連携により支援の必要な家庭についての情報共有がスムーズにできるようになり、福祉、教育、母子保健のそれぞれの立場から支援しやすくなっている。





ここがポイント！⑦


ボランティアは、助け上手・助けられ上手であること。


考えや思いを言い合える関係をつくり、助け合える関係をつくる








コーディネート人材の存在


　　地域で継続して活動している各団体のメンバーが推進メンバーとなっており、さまざまな意見が出るが、一端決まると皆同じ方向に向かって協力しあえる。各メンバーと考えや思いを言い合える関係をつくることにより、必要な時に必要な人どうしをつなぐ人がいる。





ここがポイント！⑥


予算面での自立が必要。会費だけでなく、収益を得る地域住民のための活動を行う。





事業収益と会費で運営


　　


　　


　





ここがポイント③


保護者の求めに応じた支援


保健師、助産師が生後４か月までに各家庭を訪問しており、その際に訪問型の家庭教育支援事業を紹介し、連絡のあった保護者に対して、話を聞くようにしている





地域で住民を支える


　行政の立場で住民に接すると、住民によってはかまえてしまい心を開けないことがある。そのため、専門の研修を受けた子育てサポーター等が保護者の話を聞くという訪問型子育て支援事業の取組みをすすめ、学習や交流の場に参加できない・参加しにくい保護者のお宅を訪問し、日常のお話をうかがっている。


　　


　





問合せ先：河内長野市教育委員会


生涯学習課　0721-53-1111





活動の概要


　　河内長野市立美加の台中学校区学校支援地域本部は、平成20年12月に既存の団体を改変し設置しました。学校支援を通じてまちづくりにつながるような意識を持って活動しています。２人の学校支援コーディネーターが地域と学校をつなぐ役割を担っています。学校のニーズをボランティアに伝えるときは「ネットワークづくりにつながること」を意識しています。活動事例としては「登下校時における子ども安全サポート」「図書室の開放」「朝の読み聞かせ」「花壇ボランティア」「遠足の引率補助」「環境整備（遊具のペンキ塗り）」など多岐にわたっています。活動拠点には教職員、ＰＴＡ役員、地域の人たちが気楽に来るようになり、情報交換やコミュニケーションを深める「大人の居場所」になりつつあります。


　　





ボランティアと学校のニーズを把握する


コーディネーターは、学校の事業計画の会議に参加して、学校のニーズを聞いたうえでボランティアとのパイプ役を担っている。ボランティアの活動は、特定の団体に割りあてるのではなく、個人ができる時にできる活動をするようにしている。





ここがポイント①


得意技リストをつくる


コーディネーターが、ボランティアの得意技リストをもとに、学校のニーズにあうボランティアへ直接連絡し、マッチングさせることにより、学校、ボランティアとも満足する活動ができる





開かれた拠点


活動の拠点となる専用室は運動場からよく見える部屋であり、教室や職員室の前を通らないと行けない場所にある。このようなところに拠点をもうけることにより学校とボランティアとの距離が近くなっている。





ここがポイント②


運動場からよく見える部屋


教職員が気軽に立ち寄れる所を活動拠点にすることで、学校支援地域本部の存在をアピールできている。また、教職員がコーディネーターに学校のニーズを伝えやすいという利点もある





ボランティアの気持ちを高める


コーディネーターはボランティアに対して、活動を終えた後の感想を聞く等、すぐに事後のフォローをするとともに、定期的に研修会を実施し、活動の意義について啓発している。また、子どもたちがボランティアの自宅にアンケートを届けるしくみ（チビボラ）をつくったり、学校は学校便りやＨＰで活動の様子を広報している。





ここがポイント③


ボランティアの充実感


コーディネーターがボランティアに対して積極的に声をかけたり、ボランティアと子どもたちが直接話せる機会をつくることにより、ボランティアが充実感を味わえ、活動の継続と広がりにつながっている





問合せ先：大阪府立東大阪支援学校　


072-984-8141





活動の概要


　府立東大阪支援学校の学校支援地域本部は、平成20年度より児童生徒が地域の人々に理解され、卒業後も地域で元気に健全な生活を送るためにも開かれた学校づくりをめざした取り組みが重要であると考え、活動をはじめました。しかし、最初はボランティアがなかなか集まらなかったので、府教委を通じて東大阪市の「市政だより」にボランティア募集の記事を掲載してもらったり、スーパー、地元自治会へのはたらきかけ等で、ボランティアが50人集まりました。現在は４人のコーディネーターがおり、学習支援と環境整備に２人ずつ関わっています。活動内容は、学校のニーズをうけて「田植え」「稲刈り」「大型絵本の読み聞かせ」「お茶会」「ゴスペル演奏」「花壇の整備」などを行っています。コーディネーターは学校のニーズとボランティア間で連絡調整し様々な教育活動を支援し、人と人をつないでいます。また学校は地元の人や地域の学校教職員に学校や子どもたちのことを知ってもらうためにも公開講座（パソコン初級講座、紙すき・名刺づくり・書道講座等）を開いています。さらに最近は大学、短期大学、専門学校、企業、府立高校とも連携し多くのボランティアが活動しています。現在ボランティアの登録数は13団体92人、29個人、計121人が登録しています。





ここがポイント①


まず、地域の人に学校に来てもらう


学校、コーディネーターが、地域の人に、ボランティア活動や公開講座への参加をよびかけることで、学校支援地域本部の目的や内容が理解されやすく多くの人が学校に来やすくなる











地域に開かれた学校


学校やコーディネーターが、地域の人に参加をよびかけることで、地域の人の学校に対する理解が深まり、地域の学校としての認識が広がっている。





コーディネーターの役割


コーディネーターは、ボランティアに、オリエンテーションを行い、子どもたちの学びを支援する点を理解していただいている。また、コーディネーターは学校のニーズとボランティアのスキルをマッチングさせ、学校の教育活動に広がりと深み、豊かさをもたらしている。





ここがポイント②


学校のニーズをよく理解する


ボランティア登録の希望者は、学校から学校支援地域本部やボランティアの役割や主旨等についての説明を受け、学校への思いをふかめている








地域のすみずみまで届く広報活動


学校支援地域本部は、地域ぐるみで広報を行っている。例えば、ボランティアの募集は地元のスーパーや自治会掲示板などにポスターを掲示したり、町内会を通じて回覧板に掲載している。こうした取組みにより来校する地域住民が増えてきている。





ここがポイント③


地域のつながりを利用した広報活動


地域をよく知るコーディネーターが、地元自治会やスーパー等に広報の協力依頼をすることで、多くの人に周知できている








